
題材名 手伝いをしよう

ねらい ・家庭での手伝いを考え、実践することを通して、働く習慣を身に付ける。

段階 学習活動 時 支援及び指導上の留意点
間

導入 ・家で手伝いをしている 10 ・手伝いをしている生徒に、どんな手伝いか
か、どんなことをして 分 発表してもらう。「靴を並べる」「新聞を
いるかワークシート１ 取りに行く」など、簡単な内容の手伝いが
に記入する。 挙げられても否定しない。

展開 ・手伝いのイメージを考 25 ・「面倒だ」「嫌だ」「やりたくない」などの
える。 分 マイナスイメージの意見も否定せずに受け

止める。
・学級での仕事や委員会 ・思い浮かばない生徒には、「日直の仕事や
の仕事をワークシート 給食当番、掃除も仕事の一つ」ということ
２に記入する。 を伝える。

・ 学 級 や 家 庭 で の 仕 事 ・「学級の仕事」＝「みんなのため」。みん
は、誰のためにやって なが仕事をしてくれるおかげで、おいしい
いるのかを考えて、ワ 給食が食べられたり、教室がきれいになっ
ークシート３に記入す たりしていることを話し、感謝の気持ちを
る。 伝える

・手伝いをすると、家族 ・「家庭の手伝い」＝「家族のため」。家族
はどんな気持ちになる の一員として仕事をすることで、部屋がき
か考える。また、家族 れいになったりご飯が食べられたりする。
から感謝の気持ちを伝 ほめられたり感謝されたりしたときのうれ
えられると、自分はど しかった気持ちを引き出す。
んな気持ちになるかを
考えて、ワークシート
４に記入する。

・高等部生として、過去 ・手伝いの内容は、できるだけ自分で考えら
の手伝いよりもバージ れるようにする。それぞれの家庭によって
ョンアップした（解説 できる手伝いは違うので、事前に家庭より
シ ートを 参照）、 家族 挙げてもらった内容になるよう配慮する。
の役に立ち、感謝され
る よ う な 手 伝 い を 考
え、ワークシート５に
記入する。

まとめ ・それぞれの手伝いを発 15 ・ 手 伝 い の 内容 を聞きな がらお互いを応 援
表する。 分 し、意欲につなげる。
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※手伝いの内容については、事前に家庭へ連絡を取り、実施可能な手伝い
をいくつか挙げてもらっておく。

＜言葉かけの例＞
「〇〇さんは、食器洗いとご飯研ぎをす
るそうです。頑張らないと朝ご飯が無く
なっちゃう重要な仕事ですね。頑張って
ください！！（拍手）」

授業案 No.９


